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１．事業の概要

■安定した交通の確保
■地域活性化の支援
■未改良区間の解消

事業の目的

事業の概要 ・ 進捗状況

区 間

よしの とつかわ ひらだに

（起）奈良県吉野郡十津川村大字平谷
よしの とつかわ おはら

（終）奈良県吉野郡十津川村大字小原

道路延長 Ｌ＝6.0ｋｍ

構造規格 第３種第２級

設計速度 60ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標準幅員 Ｗ＝8.5m

計画交通量 3,300台／ 日

全体事業費 280億円

事 業 化 平成8年度

供用延長 －

用地着手 平成12年度

事業進捗率 64%（事業費ベース､平成22年3月末現在）

用地取得率 99%（面積ベース、同上）

工事着手 平成14年度

標準断面図

高 架 部 ト ン ネ ル 部

滝出入口付近（北を望む）
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写真

一般国道１６８号
十津川道路

2,458 (平日)
2,848 (休日)

※交通量(台/日)：H17センサス

滝出入口

小原出入口

十津川村役場

至 新宮市

国
道

16
8号

国
道425号



H17.10 土砂崩落
2日間 全面通行止
H18.5  土砂崩落
11日間 全面通行止
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十津川村

 徒歩だけ  鉄道･電車  乗合バス

 勤め先･学校のバス  自家用車  ハイヤー･タクシー

 オートバイ  自転車  その他

１)事業を巡る社会経済情勢等の変化

２．事業の必要性等に関する視点

■十津川村の交通手段は約６割が自家用車、約２割が徒歩であり、十津川村の１世帯あたりの自動車保
有台数も約２台と県内平均より高い水準で推移しています。

■国道１６８号の十津川村平谷～小原間では、毎年のように通行止が発生しており、過去５年間（H17～
H21）で約1,700時間（延べ８９日）の全面通行止が発生しています。
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出典：平成12年国勢調査

国勢調査による利用交通手段国勢調査による利用交通手段 自動車保有台数の推移自動車保有台数の推移 現道の交通規制状況現道の交通規制状況

通行止理由 土砂崩落 降雨

規制時間 規制時間

１８時間２０分 ３４時間４０分

２１時間５５分

４５時間００分

２２時間３０分

H21年度 ３５ ８１７時間００分 ７ ６３時間０５分

延べ ８９日間 、 １，６８２時間３０分

７１ １，４９５時間２０分 １８ １８７時間１０分
合計

３７時間２６分

２６３時間４０分

３９６時間２０分

０時間００分

２９９時間１６分

発生年度 日数 日数

H17年度 ３ ２

H18年度 １５ ３

H19年度 １８ ４

H20年度 ０ ２

平均 １４ ４

出典：奈良県土木部資料

※国道168号 十津川道路現道区間の範囲

※交通規制は、全面通行止のみ

出典：Ｈ6～H17道路交通センサス、H22（参考値）は奈良国道事務所しらべ（平日のみ）
※Ｈ6、H11交通量（24時間）は、各年道路交通センサスの12時間交通量と昼夜率を用いた推計値
※H22交通量(24時間)は、12時間交通量とH17センサスの昼夜率を用いた推計値
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①土砂崩落による通行止
（十津川村平成19年5月2日撮影）

H21.11月 土砂崩落
35日間 全面通行止 ①H19.5 土砂崩落

17日間 全面通行止

平谷

小原

凡　例

平日 小型

平日 大型

休日 小型

休日 大型

集落

②走行車両に落石が直撃
（十津川村平成20年6月発生）

②H20.6 落石
観光で走行中の車両を
直撃する事故発生
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阪和自動車道御坊IC-みなべIC間開通
（H15.12.14）

「紀伊山地の霊場と参詣道」
世界遺産登録（H16.7.1）

（参考値）



２）事業の整備効果（安定した交通の確保）

２．事業の必要性等に関する視点

■十津川村では人工透析患者や周産期妊婦は村外の病院に通院しており、国道１６８号が通行止にな
ると大きな迂回を強いられるため、入院したり子供の家に一時転居するなど大きな負担となっています。

■十津川道路の整備により、安全で安定した交通が確保されるため、村外の病院に通院されている方の
負担を軽減すると期待されます。
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高度医療施設への搬送高度医療施設への搬送

整備前（迂回ルート）
所要時間：309分
距 離：211km

整備後
所要時間：124分
距 離： 65km

十津川村役場～
新宮市立医療センター 十津川温泉～県立五條病院

整備前（迂回ルート）
所要時間：192分
距 離：128km

整備後
所要時間：144分
距 離： 75km

約４８分短縮約１８５分短縮

出典：奈良国道事務所算出

十津川温泉
県立五條病院

十津川村役場

新宮市立医療センター

２次医療施設

２次医療施設

国道１６８号の通行止の影響国道１６８号の通行止の影響

国道１６８号平谷～小原間で通行止が
発生すると・・

十津川村在住 人工透析患者 １３人 出典：十津川村調べ

周産期妊婦の定期検診先（平成20年10月時点）周産期妊婦の定期検診先（平成20年10月時点）

出典：十津川村調べ

【H20.10.17～H20.11.17】
五條市大塔町で落石のため
国道１６８号通行止

十津川村在住 周産期妊婦 ９人

通院先 人数

五條病院 ７

天理市の病院 １

葛城市の病院 １

新宮市の病院 ４

対応方法 人数

五條病院に入院 ４

子供宅に一時転居 ２

自宅から通院 １

子供宅に一時転居 １

葛城市の病院 １

新宮市の病院 ４

H20.10.17
五條市大塔町
で落石のため
国道168号

通行止

～ 人工透析患者の声 ～

十津川村から新宮市まで片道１時間30分ほど掛けて、週３回人工透析を受けて

います。私たち患者にとっては、国道168号は生命線です。五條新宮道路が完成

すると所要時間が短縮されるとともに、災害にも強い道路になると聞いています。

一日も早い完成を期待しています。 （十津川村在住）

通院先 人数

県立奈良医大 １

橋本市の病院 １

新宮市の病院 ４

～ 母親の声 ～

私が出産したのは十津川村から約60km離れ

た病院でした。陣痛が始まってから病院まで車

で１時間30分掛かりました。安心な道路が無

ければ、子供を産みたいと思う人は減る一方

ではないでしょうか。 （十津川村在住）



平成１９年と平成２０年の１１月の利用者数比較
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■十津川道路を含む五條新宮道路が整備されることにより、大阪府から十津川温泉までの所要時間が
短縮されるとともに、安定した交通を確保することで地域の観光振興を支援します。

２）事業の整備効果（地域活性化の支援）

２．事業の必要性等に関する視点

京奈和自動車道＋五條新宮道路（十津川道路）
を利用することにより

大阪府庁～十津川温泉
所要時間が約１３１分短縮

大阪府庁

十津川温泉

出典：奈良県観光客動態調査報告書H15～H20

「紀伊山地の霊場と参詣道」
世界遺産登録（H16.7.1）

十津川道路周辺の観光施設十津川道路周辺の観光施設 十津川村の観光入込客数十津川村の観光入込客数
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整備前
（国道24号、168号利用）

所要時間：233分
距 離：134km

整備後
（京奈和自動車道、

五條新宮道路利用）

所要時間：102分
距 離：111km

大阪府庁～十津川温泉

十津川村の産業別就業割合十津川村の産業別就業割合

出典：平成17年国勢調査

道の駅「十津川郷」の利用者数道の駅「十津川郷」の利用者数

○十津川村では、就業者数の約半数がサービス業に従事
しており、観光産業は重要である。

○国道168号が通行止になると大きな影響を受ける。

H20.10.17 落石
30日間 全面通行止

奈良新聞（平成20年10月18日）

平成20年11月17日から
昼間時片側通行開始

■平成20年10月17日落石による国道168号通行止の影響

前年比減

出典：十津川村調べ

出典：奈良国道事務所算出

道の駅
「十津川郷」

十津川温泉

11月の利用者が
約３割減少
H19年 8,010人
H20年 5,521人



■国道１６８号はこの地域の唯一の幹線道路ですが、現道の約３割にあたる２．４ｋｍは車のすれ違いが
困難な未改良区間となっています。

■十津川道路の整備により、道路幅員が確保されすれ違い困難区間を解消します。

２）事業の整備効果（未改良区間の解消）

２．事業の必要性等に関する視点
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すれ違いが困難な現道区間すれ違いが困難な現道区間

現道延長7.6kmの約３割（2.4km）が、車のすれ違い困難区間

すれ違いのため待避所で
停車するバス（十津川村）

Ｓ字カーブが多い国道168号

すれ違いで立ち往生する
観光バス（十津川村）

凡　例

すれちがい困難箇所
（幅員5.5m未満）

曲線半径30ｍ未満
区間（14箇所）

集落

曲線半径30m：山地部の一般国道で設計速度30km/hの
場合の最小曲線半径

十津川道路 L=6.0km

現 況現 況現 況

整備後整備後整備後

奈良新聞（平成17年3月17日）

自転車のすぐ横を通り抜けるトラック



※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用の合計値については、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
※３ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している

２．事業の必要性等に関する視点
３）費用便益分析の結果

■便益（Ｂ）
費用便益分析マニュアルに基づき、現時点における知見により、十分な精度で計測が可能でかつ金
銭表現が可能である「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通事故減少」について、道路整備の有
無それぞれについて推計し算出。

■費用（Ｃ）
道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出。
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■事業全体
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

301億円 5.6億円 339億円 

総費用

285億円 

■残事業
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

301億円 5.6億円 339億円 

総費用

63億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

32億円 

1.2
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

280億円 5.4億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

32億円 

5.3
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

58億円 5.4億円 

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
適用した費用便益分析

マニュアル：平成20年11月版
事業費 ：280億円
維持管理費 ：5.3百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局



国道168号（十津川道路）は、「五條新宮道路」として、紀伊半島を縦断する広域幹線道路の一部を
構成する道路であり、特に地形条件が厳しく高度な技術を要するため、国に対して直轄権限代行
事業として整備をお願いしているものです。

国道168号は、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を始めとした南和地域の観光・地域産業の
振興や緊急医療支援・大規模災害時などの緊急輸送道路として、地域にとって必要不可欠です。

しかし、現状は、自動車同士のすれ違いが困難であるとともに、土砂崩落等による通行止めの際
には広域迂回が必要となるため、早期整備が必要となっています。例えば、平成21年11月には、
十津川道路整備区間と並走する現道区間（込之上地区）において法面の崩落により35日間の通行
止めとなり、十津川温泉に向かう観光バスは、広域迂回が必要となったため、宿泊客からのキャン
セルが続出し、観光産業に大きな被害を及ぼしました。

また、十津川道路に並走する現道区間は、非常に切り立った法面が連続していることから、抜本的
な現道対策の目途が立っておりません。

以上より、地域の「命の道」として、国道168号（十津川道路）の早期供用に向けて引き続き事業継続
をお願いいたします。

地域計画等への位置付け
□国道１６８号（十津川～本宮間）整備促進協議会（平成５年１１月：十津川村・田辺市）
□国道１６８号（五條・新宮間）整備促進協議会

（平成３年２月：奈良県十津川村他２市村、和歌山県２市２町１村、三重県１市２町）

■奈良県知事

２．事業の必要性等に関する視点

４）関係自治体の意見等、地域における計画等
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平成22年11月8日 道建第206号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）



３．事業進捗の見込みの視点

■平成２１年度末時点の用地買収率は９９％とほぼ完了しています。

■平成２３年度の部分開通に向けて、工事を推進していきます。

区間 1工区（1.7㎞） 2工区（2.3㎞） 3工区（2.0㎞） 合計

測量
設計

H21
詳細設計完了

完了 完了

99％

供用中区間
0km

H12～H20
取得済

H12～H18
取得済

H14～
橋梁・トンネル工事

用地
－

用地取得（98％）

工事 －
調査・設計

H16～
橋梁・トンネル工事 888

①大津呂トンネル工事 平成22年９月末撮影

②今戸高架橋上部工事 平成22年９月末撮影

①写真

H23供用予定
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４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

十津川道路は、道路幅員の確保や線形の改良を図り、安全で安定した交通の確保、地
域活性化の支援等を目的に、周辺の地形状況等を勘案し選定された合理的な計画で
あり、周辺の景観や環境に配慮しながら、引き続き現計画に基づき事業を推進します。

変 更 案変 更 案当初計画当初計画
トンネル断面縮小検討

・路肩幅員の縮小（0.75m→0.5m）
・上半単心円→上半三心円を採用
・路肩排水工の変更

⇒掘削工や舗装工の縮小により、
コストを縮減

999

十津川道路ではこれまでに、背の高い橋脚に中空断面を採用、トンネル内側溝（二次
製品）を薄型に変更など、コスト縮減に努めてきました。
今後、更に豆市トンネルの線形や幅員を見直し、新技術・新工法の積極的な活用など、
より一層コスト縮減に努めながら事業を推進していきます。



５．対応方針（原案） 国道168号 十津川道路

・現在、２工区・３工区については平成２３年度の供用を目指し、工事を推進中。
・残る１工区も、早期の供用を目指し、用地買収、工事を推進する。
・引き続き事業を推進し、早期の全線供用を目指す。

１．事業の必要性等に関する視点

・十津川村の交通手段の約６割は自家用車。
・国道１６８号の十津川村平谷～小原間では、過去５年間（H17～H21）で約1,700時間（延べ８９日）の
全面通行止が発生していますが、整備により、安全で安定した交通を確保。

・十津川道路の整備により、安全で安定した交通が確保されるため、村外に通院されている方の負担
を軽減すると期待。

・十津川道路を含む五條新宮道路の整備により、大阪から十津川温泉までの所要時間が短縮される
とともに、安定した交通が確保されることで地域の観光振興を支援。

・十津川道路の整備により、道路幅員が確保されるため、すれ違い困難区間を解消。
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で１．２、残事業で５．３。

２．事業進捗の見込みの視点

事 業 継 続
101010

十津川道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見
込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である。












































